
〈大会規則及び競技上の注意事項〉 

１． ■規則について 

2024 年度日本陸上競技連盟規則並びに本大会申し合わせ事項にて実施する。 

２． ■大会会場の使用について 

・ウオーミングアップ場、使用時間、待機場所等は、会場図を参照する。 

・ウオーミングアップは、競技を行っていないバックストレート側または周辺 

を使用する。 

・用具の持ち込みは不可とする。 

・2日目の 7：30～8：20 までは競技場を解放する。 

それ以降は、リレー競技中、400m、1500m 等のスタート時は使用できない。 

ただし、役員の指示に従って 3レーンより、競技進行の妨げにならぬように 

バックストレートを使用させる。 

・招集は、その競技のスタート地点で競技開始 15 分前に最終確認をする。 

（アスリートビブス・スパイクピン） 

・フィールド種目は、競技開始 30 分前よりピットにて公式練習を行う。 

・トイレは守衛室前を使用する。建物内には入れません。 

・トイレ等での充電等は禁止とする。 

・競技終了後は使用した待機場所の清掃を行い、ごみはすべて持ち帰る。 

３． ■団体受付・競技者の招集・棄権について（受付場所はホームストレート側上段） 

     1 日目 12 日 16：00～17：00 

2 日目 13 日各団体責任者は 8：00～10：00 の間に必ず受付を行う。 

  ・念のため一覧表の控え、振込用紙の控えをお持ちになり、プログラム等を 

   受け取り、競技時間の確認、記載の確認、競技場のレイアウトと競技上の注 

意、招集時間を確認して、アスリートビブスを受け取り、用紙にて「氏名の 

漢字の誤り・棄権」の申告を行う。 

４． ■アスリートビブスについて 

     ・アスリートビブスは配布された大きさで胸部と背部に正しく止める。 

     ・トラック種目の腰ナンバーは招集で配布するので、右腰のやや前方に安全ピ 

ンで止める。 

・フィールド種目には腰ナンバーはない。 

５． ■感染症防止・自然災害への対応について 

     ・発熱等があるときは参加を控える。（係員に報告する） 

・3蜜を回避し、こまめな手洗い、手指の消毒を引き続き心がける。 

・台風の接近・豪雨・雷の発生については競技者・競技役員の安全を第一優先 

とする。 

・延期、中止、中断もやむを得ない場合は、タイムテーブルを変更すること 

もある。 

・Jアラート発生時には審判長の判断のもと、アナウンス、競技役員等により 

選手に通告する。 

・各校監督・・引率者は選手等の安全に努め、テント等近くの建物に避難させる。 

・競技続行が可能な場合はアナウンス等を通じて競技を再開する。 

６． ■競技用靴について（シューズの靴底の厚さの規定があります）20 ㎜以下 

     ・トラック種目では厚底シューズでの参加はできない。 

（参加した場合、その種目の参加者全員の記録は公認されない） 

     ・スパイクピン トラック 9㎜ 直径 4㎜以下 走高跳やり投げ 12 ㎜以下 



７.  ■走高跳のバーの上げ方  

練習の高さ 男子 1m35・1m58 女子 1m15・1m33 

   ・・・試技の高さ 男子 1m40 から 5㎝ずつ女子 1m20 から 5㎝ずつ上げる 

８.  ■やり投げの検定 

 ・用具の検定を競技開始 2時間前までに、用器具庫前で受ける 

９.  ■リレーのオーダー用紙は、選手受付の際の一式に入っているので、招集完了 1時 

間前までに、選手受付に提出すること。 

10.  ■競技記録はすべて埼玉県陸上競技協会ホームページに掲載する。 

 

競技会で使用する略語・記号等 

スタートリスト 新記録 失格の理由 

DNS 欠場 PB 自己最高 TS 不正スタート 

DNF 途中棄権 SB 今季最高 T1 他の競技者を妨害した 

NM 記録なし WR 世界記録 T２ 他のレーンに入った 

DQ 失格 ＝WR 世界タイ T3 縁石の上内側ライン上またはその内側を走った。歩いた 

〇 成功 WIR 室内世界 T4 ブレイクライン手前レーンを離れ内側に入った 

× 失敗 ＝WI “タイ T5 競技者が自らの意思でトラックから離脱した 

― パス WJR U20 世界 T6 ハードルをすべて越えなかった 

r 試合放棄 ＝JR “タイ T７ 足または脚がハードルをはみ出してバーよりも低い位置を通った 

Ｑ 順位による通過者 WJI 室内 U20 T8 手や体、振り上げ脚の上側でハードルを倒した 

ｑ 記録による通過者 ＝JI “タイ T9 自分または他のレーンのハードルを倒したり移動させて妨害した 

ｑＲ 審判長決定 NR 日本記録 T10 水濠と障害物を全て越えなかった。 

ｑＪ ジュリーの決定 ＝NR “タイ T11 水濠と障害物を超える際に規則違反があった。 

〈 ベント二― NIR 室内日本 R１ テークオーバーゾーン内でバトンパスが完了しなかった。 

～ ロスオブコンタクト ＝NI “タイ R２ バトンを落とした際に規則違反があった。 

YC 警告 NJR U20 日本 R3 コーナートップでマラン太斉に規則違反があった。 

YRC 2 回目の警告 ＝NJ “タイ K1 ロスオブコンタクト 3 名以上がレッドカードを出した。 

RC レッドカードによる失格 NJI 室内 U20 K2 ベントにーで 3 名以上がレッドカードを出した。 

  ＝JI “タイ K3 ロスオブコンタクトとベントにーで 3 名以上がレッドカードを出した。 

  NYR U18 日本 K4 ロスオブコンタクトで競歩主任が単独で失格にした。 

  ＝NY “タイ K5 ベントにーで競歩主任が単独で失格にした 

  NYI 室内 U18   

  ＝YI “タイ   

  GR 大会記録   

  ＝GR 大会タイ   

  CR 選手権   

  MR ゴールデン

グランプリ 

  

11．  ■盗撮・透過撮影防止のお願い        

    ・・・・・・・全ての選手が競技に集中できるよう、盗撮・透過撮影はおやめください。 

     ・・・・ ・競技場内でのすべての写真動画を確認させていただく場合があります。 

盗撮行為、透過撮影、その他迷惑行為を見かけたら、本部またはお近くの競技 

役員へお知らせください！！ 


